
イベント実施報告書 木曜２コマ

玄武チーム



イベントポスター

• 簡潔に情報をまとめた

• QRコードで即申し込み可能

• 国際交流がテーマである
ことが一目でわかるイラスト



イベントの概要

イベントタイトル すごろく交流会

日時 12月11日（土）14:30~16:00

参加者数 そらみつ学生：11名

奈良女子大生：２名（M1、文学部B3）

玄武グループワークメンバー５名



イベント企画の意図
（日本文化の発信）＜＜＜（コミュニケーション）

・文化の発信は一方的になりがち
・調べようとすればいつでも調べられる

【自国の文化、生活を話してもらう】
日本の文化を話しつつ、参加者の文化も話してもらうタイミングがあれば

good！

学生間の交流を目的とし、その中でそれぞれが
自国の文化を発信できるようにしたいと考えた。



イベント作成における創意工夫

1. 全員が発信できるように全員に順番が回るよう、
参加者全員に順番が回る【すごろく】を選択した。

2. 交流が盛んにできるよう、誰もが話しやすいマス
の内容を考案した。

3. イベント後にも楽しかった思い出が手元に残るよ
う、賞状を作成した。



ルール
［実際に使用したスライド］
• 説明の際は、ゆっくり話すことを意識
• ZOOMのチャットにて、口頭説明したこと
を全て平仮名にしたスクリプトを発信

• 係の人は随時質問をチェック



スタッフのスケジュール



スタッフのスケジュール

６のブレイクアウトルームを閉める
時間は15:30に設定したが、
進行具合を見て15:40に変更

15 30



イベントの様子

玄武メンバーのみでなく、そらみつ学生の
皆さんも、活発なイベント、良い雰囲気
作りに協力的！



イベントの様子

〇〇〇〇さん

すごろく盤：
日本に留学に来た気分になってもらえればと
思い、写真を多用した。 賞状：手元に残る思い出を。



今回得た知見
通信環境の関係で入りなおす参加者がいた。

→全体ミーティングルームに残る役を設置していたため対応できた。

意味が通じにくいときにはそらみつ参加者さんが通訳してくれた。

電波の状況と発音の得意不得意によって、コミュニケーションの取
りやすさが変動する。

→チャットを活用した

日本語が堪能な人が多く、関心させられた。

意欲的な発言が連綿と続く積極的な姿勢に、心嬉しい思いだった。



改善点、反省点

2つののブレイクアウトルームに分かれてゲームを行った際、

他方のグループの声が入って会話しにくい場面があった。

離れた場所や違う部屋を使用する。

マイクの感度設定を行う。



そらみつ学生の様子、反応

運営側から見た様子

指名しなくても発言してくれる

ことが多く積極的だった。

チャットを活用して発信内容や

写真を共有してくれた。

楽しそうだった。

日本と自国の文化の相違に関心

を持つ学生が多く見られた。

イベント後の感想（そらみつ学生より）

皆さん、ありがとうございます。今日本当に楽しかった

です。

皆さんと交流できて楽しかったです！ ありがとうござ

いました＾＾

みなさんと話す機会があって、本当にうれしかったんで

す。ありがとうございます。

このような面白いゲームを開催してくださったホストの

皆さん、ありがとうございました。今日はとても楽しい

です。皆さんはとてもキュートでフレンドリーです。ど

うもありがとう。



玄武メンバーの感想

今回のイベントを通して、海外の学生たちと会話をできてとても嬉しかったです。

自分はグループでイベント企画の最初の段階は残念ながら参加できなかったけど、

3回目から皆んなと一緒にイベントのゲームの進め方などを話し合いました。途中

でもたくさんいいアイデアや面白い話しを出来まして楽しい時間を過ごしました。

最終本番の回にちゃんと進んで他の国の学生と触れ合いました。同じ大学生ですが、

国によって生活がバラバラだったことを知りまして嬉しかったと思います。

皆様の協力にもありがたい気持ちで心の中にいっぱい持っています。今後同じ機会

があればまた参加したいと思います。（夏）



玄武メンバーの感想

参加者の皆さんに日本語をしっかり使えた達成感や充実感を感じてもらえるよう

に一生懸命頑張りました。大学の始業時間やごはんのメニューなど、海外との文

化の違いが見えて楽しかったです。メンバーや先生方と良いチームワークで臨め

て良かったです。ありがとうございました！（土井）

参加者の積極的に日本語で話してくれる姿を見て、私も見習うべき所が多々ある

と感じた。私も英語の勉強を頑張ろうと奮起させられた。イベントが成功したの

は、玄武チームの皆さんと参加者の協力のおかげ。ありがとうございました。

（山本）



玄武メンバーの感想

自分がうまく進行していけるか自信がなかったが、参加者の方が積極的に話してく

れてありがたいと思った。参加してくれた方々の協力のおかげで成り立ったイベント

だったと思った。イベントの準備もみんな楽しい雰囲気で意欲的に取り組んでいて、

とてもいい経験ができたと思った。（黒部）

開始前は緊張しましたが、絶えず話し合いが盛り上がっている様子を見て、達成感

が得られました。進行・タイムキーパーの皆さんが、そらみつ学生の様子を見ながら

臨機応変に段取りを進めてくれたことに感謝します！（山岡）


